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修士論文要旨
序章　研究の背景と目的
　コンピュータの発達による医療の「情報化」は、患者に
医療参加を求め自律を促している。本論では、情報をめぐ
る現代医療の在り方を踏まえ、医療情報が患者に与える影
響について乳癌患者を対象とした３つの研究を実施した。
その結果から、医療情報に内在する倫理的な課題を、特に
「自律」という視点から明らかにすることを目的とする。
第１章　医療をとりまく情報化の実態
　医療機関におけるシステム化により、患者の身体状況は
「データ」となり、それを受け取る医療者の知見や目的等が
加味され「情報」として利用されるようになった。同時に、
患者は医療者から診療情報が与えられるようになると共に、
インターネットの普及により、自ら医療情報を入手できる
ようになった。しかし、インターネット上の情報について
は、患者がその真偽の判断をすることは困難である。
第２章　乳癌について
　本論が対象とした乳癌患者は、罹患者数、死亡者数とも
年々増加していると共に、治療などについて他の癌にはみ
られない特徴を持つ。特に完治とされるまでに10年を必要
とするため、医療から長期間にわたり、医療情報を多く入
手することとなる。さらに、遺伝性乳癌に関わる遺伝子が
特定され、予防措置等について問題をもたらしている。
第３章　闘病記について
　本論で資料とした闘病記は、かつては語られることのな
かった患者の思いを表しており、患者としての経験を他の
患者へ情報として伝達するという目的を持っている。また、
著者自身の心を整理するという役割も果たしている。
第４章　研究Ⅰ　情報開示と患者の意識の変遷
　本研究では、医療情報の開示をめぐる乳癌患の意識の変
遷を、乳癌闘病記に書かれた患者の言葉から明らかにする。
　データや情報という形で身体の状態が知らされるように
なるにつれ、患者の知りたいという欲求は満たされたが、一
方で自医療者は依存の対象でありつづける。患者の自律の
ために開示される医療情報が、自らのいのちを生きること
を疎外していることが考えられる。
第５章　研究Ⅱ　医療情報と向き合う患者の意識
　本研究では、医療の情報化が進み、情報として与えられ
た病と向き合う患者の意識を乳癌闘病記から検討する。患
者たちは、データとして客観化された身体と、自らのいの
ちを生きる身体との合致に困難を覚えている。患者の意識
が、医療情報によって塗り替えられることがあってはなら
ないであろう。
第６章　研究Ⅲ　確率が患者に与える影響
　本章では乳癌患者に対するアンケートを実施し、「確率」
が患者に与える影響について検討する。患者の自律が求め
られる中、自らにとっての確率は100％か０％でしかない事
実を認識し、困惑する患者の姿が見られる。自律というプ
ロセスを経てこそ自己決定が可能になるのであり、単に自
己決定することが自律ではないと考える。
第７章　考察
　自律することを強いられる患者は、答えを出すすべを見
つけられないまま決定を求められる。そのため、不確実性
を持つ医学であっても、患者はその「科学的」とされる医
療情報に信頼を寄せている。患者には、真の自律を獲得す
るプロセスを支える医療者の働きが必要である。常に「個」
としての患者に対して、自律を支援するべきであろう。
第８章　今後の医療上の進展と患者への影響
　今後、地域連携や大規模なデータベースの構築などが進
んでいくことは間違いない。それが患者の語るillnessにつ
いても大きく関わってくることが予想される。
第９章　結語
　医療情報は、患者に新たな「苦」を与えることとなった
が、「苦」を含めた生き方が患者自身のものとなった時、患
者は真に「自律」したと言えるのであり、その自律への過
程を支える医療こそ「患者中心の医療」であると考える。
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